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し，この 2 人が幕府天文方で西洋系歴法によった「寛政暦」（1798 年）を完成した。15）
以下，「天文方」について，山崎他の科学技術史教科書とネットの記述 16）を参考に記述すると，
14）小西甚一 , 『日本文藝史 V』, (1992), p9.380-2.































































































































































































対称性の破れ（Parity violation）を提唱したヤン（楊振寧，Chen Ning Yang）と，リー（李政
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27）  佐藤俊樹 , 『桜が創った「日本」』, （岩波新書）, (2005), p.133.
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で「与作は木をきる / ヘイヘイホー / ヘイヘイホー / こだまはかえるよ / ヘイヘイホー　ヘイ




















































31） De Grazia, Margreta, ‘Hamlet without Hamlet’, (2007).
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それは，デ・グラチアの以下の文章が表している。
For Freud, Bradley’s near contemporary, Hamlet opened up even greater vistas.  His importance to 



















……Prince Hamlet does not become King Hamlet…‥In an hereditary monarchy like England’s, it 
would have been unthinkable.  Yet the critical tradition has mainly ignored the upset, as if dispossession 
were of no consequence.36）
34）De Grazia, Margreta, ‘Hamlet without Hamlet’, (2007), p.19.
35）小西甚一 , 『日本文藝史 II』, (1985), p.371．
36）De Grazia, Margreta, ‘Hamlet without Hamlet’, (2007), pp.1-2.
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レット」』で指摘するだけでなく，ネット上に公開された論文 Hamlet's Thoughts and Antics(draft 
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代のアメリカ人にたいまつが引き継がれたことを忘れるな」(We dare not forget today that we are 
the heirs of that first revolution. Let the word go forth from this time and place, to friend and foe alike, 

















53）古矢旬 ,『アメリカニズム「普遍国家」のナショナリズム』, (2002), p.8.
54）Hagerman, Anita Michelle, Performing "This England":  Cycles of Shakespeare's English histories 
in the postwar era, (2009). CR||609||2
55）Murray, Vicki Elizabeth Joan, Shakespeare's "Rape of Lucrece":  A new myth of the founding of the 
Roman Republic, (2003). CR||291||1
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58）Giles Lytton Strachey, Elizabeth and Essex: A Tragic History, (1928).
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僚モデル』から『モード論』への動き」の項目で引用したものを，以下に再掲したい。
While I can thus accept Bate's surprisingly Burkean conclusion that ‘Shakespeare is like the English 
Constitution’, it is only because I do not regard the English constitution as either limitlessly available 























60）Dobson, Michael, The Making of the National Poet, Shakespeare, Adaptation and Authorship, 1660-
1769, (1992), p.13.
61）キーン , ドナルド ,『明治天皇を語る』, (2003), p.105.
































64）佐藤俊樹 ,『近代・組織・資本主義―日本と西欧における近代の地平―』, (1993), p.250.
65）Ibid., p.248.
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を持つ Joaquim José da Silva Xavier がポルトガルによる植民地統治への反逆者としてリオ・デ・
ジャネイロで絞首刑に処せられ（1792 年），四つ裂きにされ，そのバラバラ遺体が各都市で晒
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80）De Grazia, Margreta, ‘Hamlet without Hamlet’, (2007), pp.127-8.
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81）小西甚一 , 『日本文藝史 V』, (1992), p.334.
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これはドブソンのThe Making of the National Poet, Shakespeare, Adaptation and Authorship, 1660-
1769, (1992) という本で言う国家的詩人（the National Poet）をもじっている。つまり，シェイ
－ 264 －
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クスピアが死後，清教徒革命により一時廃れた後，王政復古期に数々の翻案を経て復活し，や
がてバードラトリーの対象になってゆき，国家的詩人になるとき，時期を同じくしてアイザッ
ク・ニュートンという国家的科学者が出現したのである。
理系の科学者がニュートンを讃えるのは，その後の科学技術の発展の核になる原理の発見ゆ
えという明確な理由がある間は問題がない。しかし，上記のような国家的科学者というナショ
ナリティーが付与されるとき，問題が生じる。さらにニュートンをモデルとして他の科学者の
国家的科学者としての扱いを考えるとき，問題は拡大してゆく。
先述の「特別な個人の思索が普遍に達する」という信念を否定した上で照射すべき「血統意識」
について小西とデ・グラチアが共通しているということが，ここに関係する。この考察は『源
氏物語』の光源氏や『ハムレット』のハムレットだけでなく，ニュートンの伝記にも適用できる。
これまでのニュートンの伝記はニュートンという「特別な個人の思索が普遍に達する」とい
う信念に焦点を当ててきた。それは，二段階になっていて，前半は決して「特別な個人」では
ない。ニュートンは貧農の末弟に生まれ，親族がその才能を見抜いて（理系の才能ではなくグ
ラマースクールで成果を出すようなラテン語と聖書の知識という文系の能力である）母親を説
得することがなければ，ケンブリッジ大学への進学はなかったであろう。ケンブリッジに特待
生として入学しても，毛並みのよい周囲の学生や教職員からの差別はあったであろうし，成果
を出して不世出の天才とされ，姪が結婚により爵位のある家系に連なったとしても，数々の嫉
妬による攻撃にも遭ったことであろう。光源氏が「劣りの血」を意識し，ハムレットが「継承
権第一位を無視された恨み」を感じるに類することは，ニュートンにも十分にあったに違いな
い。
この，ニュートンが英雄視される直前までの段階について，理系の研究者がニュートンを眺
めれば，当時数多くいて競い合っていた理系研究者のうち，たまたま運良く当時の最先端の知
識を総合して成果を出した「その他大勢の中の第一人者」に過ぎない。決して「特別な個人の
思索が普遍に達する」という信念の正しさの証明として讃えられる「その思索が普遍に達する
特別な個人」などではないのではないか。さらに造幣局で贋金摘発の仕事をするに至っては，「か
なり優秀な理系の役人」であったに過ぎない。
ところが，物理学で成果を出し，その後ニュートンが英雄視され始め，名士としてパーティー
などに招かれるようになると，ニュートン自らも自分を「特別な個人」扱いし始める。「リン
ゴの落ちるのを見て万有引力の法則を思いついた」といった後世の神話になりそうなことを，
自ら吹聴し始めるのである。おそらく時代が求める「特別な個人の思索が普遍に達する」とい
う信念に同調し，その正しさを証明する一人になり始めたことになる。
このニュートンの「偉人伝としての二段階」は，昨今マスコミがノーベル賞の特に理系の受
賞者について騒ぎ立てるときに適用される。第一段階では「庶民の中の苦労人，凡庸な人も含
－ 266 －
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めた競い合う理系研究者集団の一員」像を描き，第二段階で「リンゴが落ちるのを見て閃いた」
式の偶然か天啓かといったエピソードを示して「特別な個人の思索が普遍に達する」信念を確
かめるのである。
